

































で あ る。 こ の 企 画 は、 ① 現 状 の 把 握 と 分 析
（Reality）、②誰に対してどのような状況を目指す
か（Goal Vision）、 ③最初の一歩目の具体化（ 


































2017 年度 聖学院大学総合研究所 アクティブ・ラーニング研究会 主催【FD･SD 委員会共催】
2017 年度　アクティブ・ラーニング研究会
「聖学院中高におけるアクティブ・ラーニング型授業の開発と
21 世紀型教育のカリキュラムデザイン」報告
報　告
発題者：児浦良裕先生（上段左）
開会挨拶：井上兼生研究代表（上段右）
閉会挨拶：清水均副学長（下段左）
69
学問的有用性だけにとどまらず、それを越えた価
値の発見に至ることができればさらなる学習につ
ながるのではないかという意見が挙げられた。 1
時間半という短い時間ではあったが、本学院の大
学、高等学校の教職員、そして他の埼玉県内の高
校に勤務する教員たちによる集いは、研究会とい
う学び合いの機会だけにとどまらない、高大接続
や地域連携といったさらなる可能性を感じさせる
貴重な機会となったのではないだろうか。
（文責：齊藤　伸［さいとう・しん］聖学院大学基
礎総合教育部ポストドクター）
